
価値創造プロセス

事業マテリアリティ

環境への貢献

地域社会への貢献

安全および災害対策の強化

経営基盤マテリアリティ

健康経営

ダイバーシティの推進

コンプライアンスの徹底

ライフラインサービスの進化とウェルビーイングの追求により、新しい毎日を持続させる

社会に提供する価値活動とアウトプット投入される企業資本と 
強化の方向性

財務資本

•資本構成の最適化
•新規投資戦略の強化
•リスク管理の強化

製造資本

•生産設備の最適化
•サプライチェーンの強度向上

知的資本

•業務効率化ソリューションの強化
•コンテンツ事業の拡大、強化

社会・関係資本

•ステークホルダーとの対話強化
•ブランド価値の向上

自然資本

•環境負荷の低減
•再生可能エネルギーの拡大
•資源循環型社会の実現

マテリアリティ

経済価値

利益の創出

ステークホルダーへの 
適正配分

社会価値

人と社会の幸福

プラネタリーヘルスの 
実現

経営への統合

• 質と量を充足させる 
人財ポートフォリオの強化

•人と組織の活性化

人的資本

•グループ経営の高度化
• 意思決定のスピードと 
質の向上

ガバナンス

事業ポートフォリオ強化の方向性

ライフラインサービスの
進化によって、

持続的な社会の実現

くらしを支え続ける

安全・安心 快適

ウェルビーイングの
追求によって、

幸福度の高い社会の実現

くらしを彩り続ける

充足 感動

企業価値の向上と 

適正評価の獲得 
（PBRの向上）

Purpose
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製造資本

ミツウロコグループの製造資本には事業
活動を支える重要な基盤として、エネル
ギー供給のためのインフラ、物流ネット
ワーク、飲料水事業の製造拠点などが
含まれます。さらなる生産性向上とライ
フラインの一翼を担います。

地域のライフラインの一翼を担い、 
お客様のくらしを支える

社会・関係資本

ミツウロコグループは長年にわたり築き
上げた様々なステークホルダーとの多様
なネットワークと信頼を活かし、地域社
会との連携をさらに深め、持続的な社会
づくりに貢献します。

取引先、地域社会、株主・投資家、
従業員などすべての

ステークホルダーとの良好な関係

財務資本

ミツウロコグループの財務資本は、安定
的な収益構造と多様な資金調達を基盤
に、長期的な成長を支えています。この
ことにより事業投資、新規成長分野への
進出を可能とし、事業ポートフォリオの
強化・発展につなげています。

価値創造の実現のための強固な 
財務基盤と財務規律、投資、M&A

知的資本

ミツウロコグループの競争優位は、エネ
ルギー供給や生活インフラ分野で培っ
た専門知識と技術革新力にあります。さ
らなる業務効率化技術やデジタル変革
を推進し、顧客ニーズに応える新しいソ
リューションを生み出します。

持続可能な社会への貢献と 
新たな事業の創出

自然資本

ミツウロコグループは気候変動問題に
対応するため、持続可能なエネルギー
の供給とカーボンニュートラル実現に向
けた施策を積極的に推進しています。再
生可能エネルギーの普及や省エネ技術
の導入を通じて、環境負荷の低減に取
り組んでいます。

事業を通じて持続可能な社会と 
自然に貢献

人的資本

ミツウロコグループの事業成長は、従業
員一人ひとりの成長とパフォーマンスに
よっています。ミツウロコグループはDE&I
（ダイバーシティ・エクイティ&インクルー
ジョン）を推進、多様な人財が活躍できる
環境を整備するとともに、リスキリングの
支援により、従業員のスキルアップを促
進します。

多様化する社会においてお客様に
より良いサービスを提供する 

多様な人財

各資本を相互に作用させることで、ミツウロコグループ全体の成長と新たな価値創造を目指します

ミツウロコグループの
バリューチェーン

くらしを支え続ける

くらしを彩り続ける

重要な経営資本
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